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研究成果の概要： 古墳築造南限域における前方後円墳の実体解明を目指し、古墳時代社会の

境界領域の地域特性と地域間交流の様態から国家形成期における領域構造の解明を目指した。

本研究によって鹿児島県神領 10 号墳の発掘調査を実施し、埋葬施設・副葬品・墳丘構造に関

わる多くの情報が得られ、きわめて多様な地域間交流を行う境界領域の実態を明らかにした。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００４年度  

２００５年度  

２００６年度 6,300,000 1,890,000 8,190,000 

２００７年度 5,100,000 1,530,000 6,630,000 

 ２００８年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

総 計 15,200,000 4,560,000 19,760,000 

 
 
研究分野：考古学 
科研費の分科・細目：史学・考古学 
キーワード：考古学・古墳時代・前方後円墳・発掘調査・周縁域 
 
１．研究開始当初の背景 
従来、南限域の古墳時代研究においては熊

襲・隼人の存在を前提とすることが広く行わ
れた。しかし、しかしそれは 7世紀後半以降
の九州南部観を反映したものであって、そも
そも古墳時代墓制から如何に民族を抽出し
得るのかといった本質的な問題は十分に検
討されてこなかった。 

九州南部では前方後円墳などの古墳と地
域に独自の墓制が共存し、副葬品にも多くの
共通性がみられる。一方のみを異民族として
捉えることは適切でない。この実態を正しく
評価し、古墳時代墓制から社会構造を解明す
るには、発掘調査資料による比較研究が不可
欠であった。 

九州南部の在地墓制である地下式横穴墓
に関してはすでに 1000 基に及ぶ調査事例が
ある。しかしながら、前方後円墳の実態はい
まだ不明確で、とくに最南端の古墳築造地域、
鹿児島県大隅地域での前方後円墳の実態は
まったく未解明であった。 
そのため、まず大隅地域における前方後円

墳の発掘調査が必要であった。 
 また、すでに調査が行われ、部分的に資料
が確認されていながらも十分な情報が公表
されていない事例などもあり、その再検討も
必要であった。 
 さらに、九州南部の古墳時代社会を理解す
るためには、中央としての近畿古墳時代社会
や東北、四国、あるいは韓国三国時代など他
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の地域との比較が必要であるが、これまで九
州南部の古墳時代研究はロ－カルなものと
して捉えられるのみで、同時代史のなかでの
相対化の視点を欠いていた。 
 
２．研究の目的 
九州南部、古墳築造南限域において前方後

円墳の実態を発掘調査によって実証的に解
明することを第一の目的とした。 

その具体的な資料をもとに、古墳時代の地
域個性と地域間関係の様態を検討し、文献に
寄り掛かった熊襲・隼人論を脱却し、古墳時
代の地域間関係において、周縁領域の構造を
考察し、単なるローカルなものという視点の
克服を目指した。 

また、九州南部の古墳時代社会を列島各地
域あるいは朝鮮半島・中国の同時代社会との
比較の上で、その特質を再検討し、その上で
新たな古代国家論の基盤構築を目指すこと
とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 南限域の前方後円墳の情報の獲得に

むけて発掘調査を行った。発掘調査は全国か
ら古墳時代の考古学的研究に関心を持つ大
学院生・大学生を集め、毎年夏季の大学休業
期間を利用して実施した。 

調査対象は、いくつかの候補から鹿児島県
大崎町神領 10 号墳とした。それには以下の
ような理由がある。 

① 神領古墳群には、５世紀前半の九州最
大規模の横瀬古墳が近在しているが、この横
瀬古墳自体は古墳群を形成していないこと
から、神領古墳群がその出現系譜になんらか
の関連をもつのではないかと考えられたこ
と。 

② 神領古墳群は前方後円墳４基を含む
古墳群でありながら、従来まったく古墳に関
する情報がなく、この古墳群の時期等も不明
であったため、新たな情報を得られる可能性
が高く、その一端だけでも明らかにできれば、
新たな九州南部の古墳時代像を描く素材に
なると考えられたこと。 

③神領 10 号墳は神領古墳群の中では最も
大きい前方後円墳と考えられたため、形態・
規模などの基本情報だけでも明らかなれば
おおよそ神領古墳群の意義が理解できると
考えられたこと。 

このように、この古墳の発掘調査が南限の
古墳時代社会の研究資料として一定の役割
を果たしうると考え、まず、墳形・規模の確
認のための調査を第 1次調査で行い、第 2次
調査では第 1次調査でとくに遺物の集中する
ことが確認されたクビレ部の調査を重点的
に行い、第 3次調査で古墳の中心施設である
埋葬施設の調査を重点的に行った。 

実施にあたっては、地元・大崎町教育委員

会の協力を得た。 
 
(2) すでに、地元自治体等の機関によっ

て調査が行われ、出土している資料の再検討
を実施した。とくに実測・写真当の基本情報
の揃っていないものはあらためて記録を作
成した。 
 資料は大隅地域の前方後円墳等の古墳資
料のほか、地下式横穴墓出土資料などのほか、
都城を中心とする宮崎県西部地域の地下式
横穴墓資料、薩摩地域の古墳や土壙墓等の各
種古墳時代墓制出土資料である。 
 
 (3) 九州南部の古墳時代社会の特質を他
地域の様相と比較検討した。とくに既刊の報
告書等を収集し、また実際に比較資料の調査
を行った。 
 とくに古墳築造の周縁域、外部社会の接触
域、外部社会である東北地方、韓国三国時代、
中国遼寧地方の資料との比較の上に、古墳時
代墓制の特質とその地域様相のあり方につ
いて検討した。 
 
４．研究成果 
(1) 神領 10 号墳の発掘調査を行い、以下

のように、発掘調査によって多彩な出土資料
を得ることができ、古墳築造南限域の前方後
円墳の実態をきわめて明確にすることがで
きた。 
① 墳形・墳丘規模、時期 

 発掘調査の結果、神領 10 号墳は墳丘長約
55m の前方後円墳であることが確定した。ま
た、同時に調査で出土した土器から 5世紀前
半に位置づけられることが判明した。同一地
域内には同時期に、大型古墳である横瀬古墳、



 

 

約 20m の円墳である岡崎 18 号墳、墳丘をも
たない下堀地下式横穴墓群などが確認され
ており、この古墳が横瀬古墳に次ぐ階層にあ
った人物を葬ったことを想定することがで
き、大型古墳の被葬者を頂点とする階層構造
が解明できた。 
 

② 初期人物埴輪・初期須恵器 
 墳丘の調査にとも
なって、埴輪や須恵
器が出土し、地域間
交流にかかわるきわ
めて重要な資料を得
た。 
 埴輪の中には 1点、
盾持ち人埴輪が出土
した。神領 10 号墳の
時期である 5 世紀前
半は人物埴輪の出現

期であり、全国的にも人物埴輪はきわめて少
ない段階である。しかも、東日本には盛行す
るが、西日本において人物埴輪は数少ない。
時期および地域としてきわめて稀少な資料
である。これは近畿中央部との技術交流なし
には出現しないものと考えられる。 

また顔面の表現が埴輪としては異例なほ
どきわめてリアルで造形史的にも重要であ
ることが彫刻家（中村晋也氏ら）からも指摘

されている。 
 墳丘クビレ部では、須恵器と土師器を大量
に伴った祭祀空間を発見した。この土器群は
ほぼ祭祀終了時の状態をとどめた良好な状
態で確認された。須恵器は朝鮮半島陶質土器
の影響をまだ残した段階の初期須恵器であ
り、小型器種から大型の甕までさまざま器種
を取りそろえ、個体数で 35個体確認された。 
 この数は、大阪府古市古墳群中の野中古墳
に次ぐ全国 2番目の多さである。土師器を含
めると 71 個体の土器が確認されており、傑
出した質と量を誇る。 
 須恵器の多くが、愛媛県市場南組窯で生産
されたと想定されるもので、豊後水道を挟む
地域間交流においても重要な資料である。ま
た、その須恵器の出自が加耶地域にあること
も明確にできる資料である。 
③舟形石棺・甲冑などの鉄製品 

 後円部墳頂での調査によって、埋葬施設に
は刳抜式舟形石棺であることが判明した。 
 大隅地域では本来、刳抜式石棺は製作して
おらず、形態的特徴から延岡地域の技術系譜
にあることが判明した。 
 また、大部分が盗掘によって攪乱されてい
たが、その盗掘坑を中心に副葬品が出土した。
鉄製甲冑、鉄鏃などの武装具を中心とするが、
ヒスイ製勾玉、碧玉製管玉等も出土している。 
 これらはいずれも、在地で生産されるもの
ではなく、とくに武装具は近畿の中央政権か
ら配布されるものだと考えられている。近畿
中央政権を結ぶ広域交流を考察する上での
重要資料である。 
 出土した資料はその多くが広域にわたる
地域間交流を想定させるものであり、九州南
部の地域においてもきわめて多様な情報が
各地からもたらされていたことを確認し、古
墳築造の周縁地域が単なるローカルなもの
とできないことを明確にした。 
 
(2) 既存の古墳出土資料の情報化もあら

ためて充実させ、研究報告などを刊行してい
る。 
資料は地域間交流において重要な指標と

なる鉄製品・須恵器・埴輪を中心に行った。 
 また、九州南部の古墳時代資料とともに、
各地域の古墳時代にありながら古墳ではな
い墓制の出土資料などとの比較を行ってい
る。 
  
 (3) 比較 
 韓国陶質土器や鉄製品などの資料調査を
行い、その成果を研究発表等に活かしている。
とくに神領 10号墳でも出土した鉄製甲冑は、
日本列島の広域にわたって出土し、また韓国
でも出土するため、古墳時代社会を広域横断
的に研究する上で重要な資料である。そのた
め重点的な調査を行い、その比較検討を行っ



 

 

ている。 
 この研究によって得た情報はさらに発展
させて行く余地があり、研究期間は終了して
も今後さらに論文として発展させていくこ
とが可能であり、その予定である。 
 

(4) 公開 
 この研究を通して得られた成果、あるいは
情報の開示を適宜行ってきた。 
 ① 代表者・橋本達也は博物館所属である
という点を活かして展示公開を行っている。 
 2006 年には、鹿児島大学総合研究博物館特
別展「発掘！鹿児島の古墳時代」として、神
領 10 号墳をはじめ、九州南部の古墳時代資
料を用いた展覧会を実施した。また、発掘調
査の方法や発掘調査に関連する技術の展示
も行っている。 
 ② 大隅地域の肝付町教育委員会と共催
で肝付町歴史民俗資料館特別展「古墳に眠る
肝属の王」を開催した。大隅地域では専門学
芸員のいる博物館はなく、これまで特別展な
どの企画が行われたことはなかった。ここで
も、橋本が関係した出土資料や肝付町所蔵の
資料等を用いて展示会を行い、この地域の古
墳の重要性を広く訴えた。 
 ③ 3年間に渡った神領10号墳の発掘調査
では必ず現地説明会を実施し、調査状況の公
開を行った。人口の少ない地域でありながら、
毎回 150 人以上の参加者があり、大崎町含め
周辺でも古墳研究の理解を広める上で大い
に意義があった。 
 ④ その他、大隅地域や薩摩地域で公開講
座等の講演を行いその成果報告と情報公開
を進めている。 
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